
新
穂
高
温
泉

中
尾
か
ま
く
ら
ま
つ
り

期
間

２
月
１
日
㈬
〜
14
日
㈫

時
間

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

場
所

新
穂
高
温
泉
中
尾
イ
ベ
ン

ト
広
場（
奥
飛
驒
温
泉
郷
中
尾
）

平
湯
大
滝
結
氷
ま
つ
り

期
間

２
月
15
日
㈬
〜
25
日
㈯

時
間

午
後
６
時
〜
９
時

場
所

平
湯
大
滝（
奥
飛
驒
温
泉

郷
平
湯
）

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で

高
根
の
森
を
散
策
し
よ
う

自
然
の
中
を
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で

歩
き
ま
す
。無
印
良
品
南
乗
鞍
キ

ャ
ン
プ
場
の
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に

冬
の
森
を
散
策
し
ま
す
。

期
日

２
月
25
日
㈯

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

オ
ケ
ジ
ッ
タ（
高
根
町
小

日
和
田
）

対
象

小
学
生
以
上
の
市
民
の
方

（
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員

大
人
15
人
、子
ど
も
10
人

参
加
料

２
０
０
円（
保
険
料
ほ

か
）

申
込
方
法

２
月
17
日
㈮
ま
で
に

・障
が
い
者

冬
の
上
高
地
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
野
あ
そ
び
倶
楽
部

や
飛
驒
山
岳
会
の
協
力
を
得
て
、

冬
の
上
高
地
を
散
策
し
ま
す
。

期
日

３
月
４
日
㈰（
天
候
に
よ

り
11
日
㈰
に
順
延
）

時
間

午
前
７
時
〜
午
後
５
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集
合

定
員

下
肢
障
が
い
者
１
人
、そ

の
他
の
障
が
い
者
14
人

参
加
料
５
０
０
円（
保
険
料
ほ
か
）

申
込
方
法

２
月
15
日
㈬
ま
で
に

・

北
ア
ル
プ
ス

自
然
感
謝
祭
・
冬

登
山
家
内う

ち

野の

政ま
さ

光み
つ

さ
ん
と
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
を
使
っ
て
厳
冬
の
鍋
平

高
原
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
ま
す
。

期
日

２
月
26
日
㈰

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３

時場
所

中
尾
公
民
館
に
集
合

対
象

中
学
生
以
上

定
員

30
人（
先
着
順
）

参
加
料

大
人
１
５
０
０
円
、中

学
生
１
０
０
０
円

申
込
方
法

２
月
19
日
㈰
ま
で
に

所
定
の
申
込
用
紙
に
参
加
料
を
添

え
て
現
金
書
留
に
て
郵
送

市
制
施
行
75
周
年
記
念

高
山
市
文
化
芸
術
鑑
賞
事
業

葉は

加か

瀬せ

太た

郎ろ
う

コ
ン
サ
ー
ト

日
本
を
代
表
す
る
バ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
の
魅
力
的
な
ラ
イ
ブ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

期
日

３
月
31
日
㈯

時
間

午
後
６
時
30
分
開
演

場
所

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

（
昭
和
町
１
）

＊
未
就
学
児
は
入
場
い
た
だ
け
ま

せ
ん
。

＊
チ
ケ
ッ
ト
６
８
０
０
円（
全
席

指
定
）な
お
、２
月
５
日
㈰
か
ら
市

民
文
化
会
館
で
販
売

問
合
先
㈳
奥
飛
驒
温
泉
郷
観
光
協
会

０
５
７
８-

89-

２
６
１
４

申
　
込

問
合
先

高
根
地
区
社
会
教
育

推
進
委
員
会

59-
２
２
１
６

59-
２
５
５
５

FAX

申
　
込

問
合
先
社
会
福
祉
協
議
会

35-

０
２
９
４

34-

６
７
３
６

FAX

問
合
先
㈳
奥
飛
驒
温
泉
郷
観
光
協
会

０
５
７
８-

89-

２
６
１
４

問
合
先
㈳
高
山
市
文
化
協
会

34-

６
５
５
０

13
2012.2.1

わたしたちの身近にあり、さまざまな恵みをもた
らせてくれる「里山」。木の文化が今もなお息づく飛
驒高山の地で、全国の先進地における里山の木材利
用の事例と、市内での取組みを紹介し、新たな活用の
道を探ります。
期日 ２月26日㈰
時間 午後１時30分～４時（開場は午後１  時）
場所 飛驒・世界生活文化センター（千島町）
内容 講演「里山を宝の山にする秘策」

講師：田
た

中
なか

淳
あつ

夫
お

さん（森林ジャーナリスト）
事例報告　「広葉樹材を木工に」（森林たくみ
塾）／「針葉樹材の総合利用」（森

もり

守
もり

クラブまつ
ぼっくり）／「針葉樹材の燃料への利用」（山と
森お援

たす

け隊）／「森林整備で担い手育成」（飛驒
高山高等学校）※演題は変更する場合があります。

定員 150人（入場無料、申込不要です）

美しい森林づくりフォーラム開催

問合先 林務課　　35-3541

スノーシューは
貸し出します




